
内
閣
衆
質
一
五
六
第
五
五
号

平
成
十
五
年
六
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
医
薬
品
の
副
作
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
五
年
六
月
六
日
受
領

答

弁

第

五

五

号



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
医
薬
品
の
副
作
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

一
般
に
、
医
薬
品
の
副
作
用
と
は
、
疾
病
の
治
療
等
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
医
薬
品
の
使
用
に
よ
り
人
に
発
現
す
る
有
害

で
意
図
し
な
い
反
応
を
い
う
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

な
お
、
お
尋
ね
の
「
副
作
用
情
報
（
二
万
六
五
七
五
件
）
」
と
は
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第

七
十
七
条
の
四
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
の
製
造
業
者
等
か
ら
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
て
な
さ
れ
る
、
医
薬
品
の
副

作
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
疾
病
等
又
は
医
薬
品
の
使
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
感
染
症
の
発
生
の
報
告
及
び
「
医
薬

品
等
安
全
性
情
報
報
告
制
度
へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て
（
お
願
い
）
」
（
平
成
九
年
五
月
十
五
日
付
け
薬
発
第
六
百
三
十
三
号

厚
生
省
薬
務
局
長
通
知
）
に
基
づ
き
、
医
療
機
関
又
は
薬
局
か
ら
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
な
さ
れ
る
、
医
薬
品
の
使
用
の
結

果
見
ら
れ
た
副
作
用
又
は
感
染
症
の
報
告
（
以
下
「
副
作
用
等
報
告
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
報
告
さ
れ
た
二
万
六
千
五
百
七
十
五
症
例
の
報
告
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
が
、

医
療
機
関
又
は
薬
局
か
ら
厚
生
労
働
省
に
対
し
て
な
さ
れ
た
報
告
の
う
ち
三
十
症
例
は
医
薬
品
以
外
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
同
期
間
に
お
け
る
医
薬
品
に
関
す
る
副
作
用
等
報
告
（
以
下
「
平
成
十
三
年
度
副
作
用
等
報
告
」
と
い
う
。
）
は
、

一



二
万
六
千
五
百
四
十
五
症
例
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

副
作
用
等
報
告
は
、
製
造
業
者
等
又
は
医
療
機
関
若
し
く
は
薬
局
が
、
広
く
医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る

疾
病
等
を
知
っ
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
に
報
告
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
副
作
用
等
報
告
が
あ
っ
た
各
症
例

等
に
つ
い
て
、
副
作
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
認
定
は
行
っ
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度
副
作
用
等
報
告
の
う
ち
、
医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
疾
病
等
又
は
医
薬
品
の
使
用
に
よ

る
も
の
と
疑
わ
れ
る
感
染
症
の
発
生
と
の
因
果
関
係
の
有
無
を
問
わ
ず
、
患
者
が
死
亡
し
た
と
報
告
を
受
け
た
症
例
（
以
下

「
死
亡
症
例
」
と
い
う
。
）
は
、
千
九
百
三
十
三
症
例
で
あ
る
（
た
だ
し
、
同
一
の
症
例
が
複
数
の
者
か
ら
報
告
さ
れ
る
こ

と
等
が
あ
り
得
る
。
）
。
死
亡
症
例
の
う
ち
、
報
告
時
期
が
早
い
順
に
五
十
症
例
の
報
告
内
容
を
示
せ
ば
、
別
表
の
と
お
り

で
あ
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

副
作
用
等
報
告
に
つ
い
て
は
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興
調
査
機
構
が
管
理
を
行
っ
て
い
る
「
医
薬
品
情
報

二



提
供
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
。
「
医
薬
品
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
は
、
医
師
、
歯
科
医
師
及
び
薬
剤
師
を
対

象
に
、
医
療
用
医
薬
品
の
安
全
な
使
用
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
医
療
用
医
薬
品
の
副
作
用
が
疑
わ
れ
る
症
例
報

告
に
関
す
る
情
報
等
を
広
く
提
供
す
る
も
の
と
し
て
平
成
十
一
年
四
月
二
十
八
日
に
開
始
さ
れ
た
事
業
で
あ
り
、
医
療
用
医

薬
品
の
使
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
感
染
症
に
係
る
症
例
及
び
一
般
用
医
薬
品
に
係
る
症
例
は
、
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
。

平
成
十
三
年
度
副
作
用
等
報
告
に
つ
い
て
は
、
死
亡
症
例
千
九
百
二
十
六
症
例
を
含
む
二
万
六
千
百
八
十
八
症
例
を
公
表

し
て
い
る
。
死
亡
症
例
の
う
ち
七
症
例
に
つ
い
て
は
、
医
療
用
医
薬
品
の
使
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
感
染
症
に
係
る
症

例
及
び
一
般
用
医
薬
品
に
係
る
症
例
で
あ
る
た
め
、
公
表
し
て
い
な
い
。

な
お
、
「
医
薬
品
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」
に
お
け
る
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
副
作
用
が
疑
わ
れ
る
と
し
て
報
告
さ
れ
た
症

例
の
う
ち
、
い
ま
だ
十
分
な
情
報
が
な
く
、
当
該
副
作
用
が
医
薬
品
の
添
付
文
書
又
は
容
器
若
し
く
は
被
包
の
使
用
上
の
注

意
に
記
載
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
い
た
め
、
同
様
の
症
例
の
収
集
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
症
例
に
関
す
る

性
別
、
年
齢
、
原
疾
患
、
被
疑
薬
、
副
作
用
、
転
帰
等
の
情
報
を
公
表
し
、
使
用
上
の
注
意
か
ら
予
測
で
き
る
副
作
用
に
係

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
使
用
上
の
注
意
の
改
訂
の
際
参
考
と
し
た
症
例
の
経
過
が
分
か
る
情
報
等
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て

三



い
る
。

六
に
つ
い
て

薬
事
法
第
七
十
七
条
の
四
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
製
造
業
者
等
に
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
症

例
に
つ
い
て
、
製
造
業
者
等
が
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
い
も
の
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
の
よ

う
な
情
報
が
ど
の
程
度
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

平
成
五
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
十
年
間
に
お
い
て
、
医
薬
品
の
製
造
業
者
等
が
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
副
作
用

等
報
告
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
行
政
処
分
は
、
行
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
副
作
用
等
報
告
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
平
成
十
二
年
度
に
、
体
外
診
断
用
医
薬
品
に
つ
い
て
の
外
国
に
お

け
る
措
置
の
実
施
に
関
す
る
報
告
の
遅
延
が
あ
っ
た
製
薬
企
業
一
社
に
対
し
、
行
政
処
分
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
該

製
薬
企
業
に
対
し
て
、
過
去
に
同
様
の
報
告
の
遅
延
に
対
し
て
行
政
指
導
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
違
反
行
為
が
繰
り

返
さ
れ
た
た
め
、
十
日
間
の
業
務
停
止
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

四



薬
事
法
に
違
反
し
た
製
造
業
者
等
に
対
し
て
は
、
薬
事
法
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
業
務
停
止
等
の
行
政
処

分
又
は
行
政
指
導
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
故
意
又
は
重
過
失
に
よ
る
も
の
か
否
か
、
健
康
被
害
が
発
生

し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
高
か
っ
た
か
否
か
、
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
否
か
等
の
違
反
行
為
の
態
様
を

勘
案
し
た
上
で
、
行
政
と
し
て
の
対
応
を
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
五
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
十
年

間
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
判
断
基
準
に
照
ら
し
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
医
薬
品
の
副
作
用
等
報
告
を
行
わ
な
か
っ
た
こ

と
を
理
由
と
し
て
行
政
処
分
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
事
例
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

副
作
用
等
報
告
に
お
い
て
、
患
者
が
死
亡
し
た
症
例
は
、
「
医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
死
亡
」
と
し
て

報
告
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
医
薬
品
の
副
作
用
で
死
亡
し
た
」
と
し
て
報
告
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
「
医
薬
品

の
副
作
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
死
亡
」
に
当
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
症
例
に
か
か
わ
っ
た
医
師
等
の
医
薬

関
係
者
及
び
そ
れ
を
知
っ
た
製
造
業
者
等
が
、
そ
の
医
学
、
薬
学
等
に
関
す
る
専
門
的
知
識
に
基
づ
き
、
患
者
の
年
齢
、
性

別
、
原
疾
患
、
合
併
症
、
既
往
歴
、
経
過
等
を
総
合
的
に
評
価
し
た
結
果
、
医
薬
品
の
副
作
用
と
の
因
果
関
係
が
否
定
で
き

な
い
と
判
断
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

五



十
に
つ
い
て

医
薬
品
の
副
作
用
で
死
亡
す
る
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。
な
お
、
平
成
十
三
年
度
副
作
用
等
報
告
の
う

ち
、
「
医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
死
亡
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
症
例
の
数
は
、
千
二
百
三
十
九
症
例

で
あ
る
（
た
だ
し
、
同
一
の
症
例
が
複
数
の
者
か
ら
報
告
さ
れ
る
こ
と
等
が
あ
り
得
る
。
）
。

十
一
に
つ
い
て

従
来
か
ら
、
製
造
業
者
等
に
よ
る
情
報
収
集
、
厚
生
労
働
大
臣
へ
の
報
告
等
を
通
じ
て
、
医
薬
品
に
係
る
副
作
用
及
び
感

染
症
に
関
す
る
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
に
基
づ
き
対
策
の
検
討
を
行
い
、
医
薬
品
の
適
正
な
使
用
の
確
保
の
た

め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
十
三
年
十
月
か
ら
、
新
医
薬
品
の
販
売

開
始
後
の
六
か
月
間
は
、
製
造
業
者
等
が
医
療
機
関
に
対
し
て
確
実
な
情
報
提
供
、
注
意
喚
起
等
を
行
い
、
当
該
新
医
薬
品

の
適
正
使
用
を
促
す
と
と
も
に
、
重
篤
な
副
作
用
又
は
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
情
報
を
迅
速
に
収
集
し
、
必

要
な
安
全
対
策
を
実
施
し
、
副
作
用
等
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
市
販
直
後
調
査
が
義
務
付
け
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
薬
事
法
及
び
採
血
及
び
供
血
あ
つ
せ
ん
業
取
締
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
六

六



号
）
に
よ
り
、
市
販
後
安
全
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
十
五
年
七
月
三
十
日
か
ら
は
、
医
師
等
の
医
薬
関
係

者
等
に
対
し
て
、
医
薬
品
に
係
る
副
作
用
及
び
感
染
症
に
関
し
、
直
接
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、

副
作
用
及
び
感
染
症
に
関
す
る
情
報
収
集
の
強
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
四
月
に
設
立
を

予
定
し
て
い
る
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
に
お
い
て
も
、
医
薬
品
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
収
集
及
び
市

販
後
の
副
作
用
等
に
関
す
る
情
報
の
科
学
的
か
つ
客
観
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
医
薬
品
の
安
全
性
に
関
す
る

情
報
収
集
体
制
の
拡
充
強
化
が
図
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
通
じ
て
、
医
薬
品
の
副
作
用
等
に
対
し
て
適
切
な
安
全
対
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

七
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